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快適にご覧頂くために、Acro b a t
Readerの表示を、「全体表示」にする
ことをお勧めします。［表示］→[全
体表示]を選択することでが変わり
ます。

Acrobat Readerの表示設定の仕方

また、大きなディスプレイ(CRT17イ
ンチ以上）でご覧の方は、見開き表
示にすると、さらに見やすくなるか
と思います。［表示］→［見開きペー
ジ］を選択することで変わります。

Windows版AcrobatReader4に沿って
説明しましたが、Mac版でも、同様の
動作で設定可能です。

or
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死の恐怖

子
供
の
頃
、
死
後
の
世
界
と
言
え
ば
、
天
国
と

地
獄
の
ふ
た
つ
が
あ
っ
た
。
生
前
、
悪
事
を
働

か
せ
た
人
間
は
、
閻
魔
と
呼
ば
れ
る
者
に
よ
っ

て
地
獄
へ
と
送
ら
れ
、
そ
こ
で
罰
を
受
け
る
。

逆
に
良
い
行
い
を
し
た
人
間
は
、
神
様
に
よ
っ

て
楽
園
へ
と
導
か
れ
る
。
子
供
達
は
、
舌
を
抜

か
れ
た
り
、
針
の
山
に
登
ら
さ
れ
た
り
と
い
っ

た
地
獄
に
恐
怖
心
を
持
ち
、
良
い
行
い
を
し
よ

う
と
努
力
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
大
人
が
子

供
を
良
い
子
に
さ
せ
よ
う
と
仕
向
け
て
作
ら
れ

た
も
の
だ
、
と
私
は
思
う
。
で
は
、「
本
当
の
死

後
の
世
界
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
者
は
、

生
ま
れ
変
わ
る
、
と
言
う
。
あ
る
者
は
、
魂
と

な
っ
て
さ
ま
よ
い
続
け
る
、
と
言
う
。
あ
る
者

は
、
こ
の
世
界
こ
そ
が
死
後
の
世
界
だ
、
と
言

う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
空
想
の
中

の
世
界
で
あ
り
、
現
実
に
自
分
の
目
で
見
た
、

と
い
う
人
間
は
ひ
と
り
と
し
て
い
な
い
。
た
と

え
い
た
と
し
て
も
、
信
じ
る
人
間
が
何
人
い
る

だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
本
当
の
行
方
を
知
る
こ

と
の
で
き
な
い
人
間
達
は
、
死
の
恐
怖
を
感
じ

る
の
で
あ
る
。（
文
・
写
真 Yoshi

）



日々増え続けるメールマガジン・・・

誰でも手軽に発行できる場として注目されているメールマガジン。そ
の数は年々うなぎ上り状態で、現在では「まぐまぐ」だけでも、約 1

万 4千誌になります。
そこで問題となってくるのが、「どのメール

マガジンを購読したらいいか」。同じような話
題のメールマガジンが多数存在していて、ど
れがより内容の良いメルマガなのかが見分け
がつかない、というのはよくある話ですよね。
片っ端から購読していく手もありますが、5誌
程度ならともかく10 も20 もあると、購読して
気に入らないものは解除して・・・とかなり
面倒です。

そこで、自己流ではありますが「良いメールマガジンの見分け方」
をここに伝授して差し上げましょう。もしかしたら間違ってるかもし
れないけど（汗）

ID を見よ！

まぐまぐで発行するメールマガジンには、御存じの通り「ID」と呼ば
れる番号が付いています。これは、恐らくメルマガ総括の管理者が管
理しやすくする為でしょう。

詩の豆情報
第4回「メールマガジンの見分け方」



実はこの ID 番号は、そのメールマガジンが全体で何誌目に発行さ
れました、という数値でもあるのです。例えばID が25000 だとする
と、25000 番目に作られたメールマガジンだという事です。
もう、お分かりですね。つまり、このID 番号が若ければ若い程、

長く続いているメールマガジンであり、長く続くということは、それ
ほど支持されているということで＝良いメールマガジンということに
なるのです。ちょっと無理があるって？（笑）

詩の雑誌なので・・・

ということで、この雑誌は「詩」が主なので、長く続いている詩関係
のメールマガジンを紹介しなければならないでしょう。

「月刊ポエム」ID：0000000089

89 番というID から見て分かるように、御長寿的詩のメールマガジ

ンです。毎月出されるテーマに沿って、レギュラー陣や投稿者の詩を
見ることが出来ます。1回の発行で 15 ～
20 作品が掲載されていますが、読みやす
さを考えて 4行詩に限定しています。確
かにディスプレイで文章を読むというの
は疲れますから、非常に良いアイディア
でしょう。作者ひとりひとりのコメント
も必見です。

ホームページアドレス:http://

www2c.biglobe.ne.jp/~joshjosh/poem/



Poem’s Gallery.



コチラハ
「ココロノ木」ト申シマシテ
葉ト葉ガ互イニ向合ッタ時ニノミ
真赤ニ染マルト伝エラレテイル
不思議ナ木デゴザイマス・・・。

詩・絵 由香屁



天清かける

少年

標 本 箱 を 並 べ た て
お も ち ゃ 箱 を 引 っ 繰 り 返 し た 様 な
雑 然 と し た 破 壊 と 創 造 が 同 一 に 存 在 す る

そ し て 天 使 性 と 残 酷 性 は
幻 想 を も 覚 醒 へ と 紡 ぎ だ し
そ の 不 完 全 さ を さ ら け 出 す

無 表 情 ま で も 形 式 と 化 し
自 ら の 意 志 は 逸 脱 す る ば か り
脆 く 儚 い そ の 存 在 は
刹 那 的 で 至 極 の 季 節 は 自 覚 す ら な い



紺のり子

海に溶かす

嘘 を つ く か ら
嘘 を つ か な き ゃ い け な い か ら
私 は 突 然
海 に 　 海 に 　 駆 け て い き た く な る

海 に 浮 か び
私 の 心 の ま だ
誰 に も 話 し た こ と の な い 部 分 を
海 に 血 を 流 す よ う に し て
海 に 溶 か す の だ

時 々 見 か け る
た っ た 一 人 で 海 を 見 る
深 い 色 の 目 を し た 少 年 も
き っ と 海 に し か 許 さ れ な い
し ん と し た 心 を
海 に 溶 か し て い る の だ ろ う



Kana Uri

S t u r m  u n d  D r a n g

愛 し て る 私 の 感 情 さ え
止 め ど 無 く 降 り 注 ぐ 雨 の 中 の く ち づ け さ え
積 み 重 な っ て

鏡 に 映 し 出 さ れ た 歪 ん だ 出 来 事 み た い に 許 せ る の ？



私の好きな

デザイン
第 3 回
OLYMPUS

[C-3030ZOOM]

3月号のSANYOのデジカメを取り上
げた時は、「庶民的なデジカメがい
い！」とか言ってたクセに、今回は
334万画素を搭載した最新機種をお
勧めするってのはどうかい（笑）。
前々から読者の方々が思っていたで
あろう「気が変わりやすい」という
私の性格が明るみにでてしまった結
果となりましたな。まあ、いいで
しょう（汗）
今の（あえて「今」を付けさせても
らいます（笑））私はどうやら「カメ
ラらしいデジカメ」が好きらしい。
この身体を見てほしい。どっからど
う見ても、液晶が付いていることを
除けば、普通のカメラと何ら変わり

はない。それどころか、そこら辺の
使い切りカメラや簡易カメラよりも
「カメラらしい」デザインでしょう？
デザインと言えば、この「真っ黒」
なボディーに、赤字で「OLYMPUS」と
書かれた色使いも最高ですな。先月
紹介したIBMのThinkPadのような感
じですよね。これが非常に古い機
械って感じを醸し出していて、逆に
かっこいい。
仕様はというと、もはやどれぐらい
凄いのかが分からないくらいの画素
数334万。数年前にはデジタルカメ
ラに無かったズーム機能が最大2.5
倍。連写が1秒に 3.3コマ撮影でき、
連続撮影可能枚数が5枚という、も



う、そこらへんの一番レフと同じこ
とができてしまう超高性能カメラな
のです。3年前に買った、一枚撮影
すると5秒は待たないと次の撮影に
入れないという35万画素のカメラが
10年以上も前の機能のように見えて
しまうのは私だけだろうか（泣）デ

ジカメの向上は凄まじく早いことを
実感してしまうよ。
価格は実勢10万前後と眼球が飛び出
るほど高いが、それを払ってまで買
う価値はあると思います。どうで
す？欲しくなった？（笑）-記事：
Yoshi

C - 3 0 3 0 Z O O M

C A M E D I A



『ブタの唄』
絵・詩 きんぎょ

おまけ



LLM STAFFの募集

定期的な作品の投稿をしてくださるスタッフを募集
しています。
投稿物の種類は次の通りです。
(1)詩
散文詩・歌詞その他詩と名のつく作品。
(2)詩に関する記事やエッセイ
詩に役立ちそうなホームページの紹介記事や詩につ
いて思うこと、批評等。
(3)デザイン関係のエッセイや記事
デザイン（種類は問いません）について思うこと、デ
ザイン性に優れたホームページの記事、批判等。

その他、新しいアイディア等の企画でもOK。

興味を持たれた方は、llm@mbc.nifty.comまで。



編集後記

今月は月刊アートに関して、様々
な不具合があることを確認できま
した。あるパソコンでは、全く観
覧できなかったり、文字が化けて
いたりと問い合わせが相次ぎ、皆
様には大変ご迷惑をお掛けしたこ
とを、深くお詫び申し上げます。
問題はとりあえずは解決したよう
ですが、他に不具合を発見された

方は、お手数ですが
llm@mbc.nifty.comまでご連絡く
ださい。よろしくお願いします。
さて、今回は、新たに数人の方が
詩の方でスタッフになってくださ
いました。段々ではありますが、
月刊アートが充実していくのが、
本当に嬉しくてたまりません。
また、来月も楽しみに待っていて
くださいね。（Yoshi）
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